
１．自家発電設備の点検方法の改正がありました

１ ２負荷運転に代えて⾏うことができる
点検方法として、内部観察等を追加

負荷運転及び内部観察等の
点検周期を6年に1回に延⻑

平成３０年６⽉１⽇施⾏

改正後の大きなポイント

負荷運転の点検を６年周期延⻑するには
「運転性能の維持に係わる予防的な保全
策」＝メンテナンスを毎年実施するように
なります。

改正前までは、運転性能の点検方法として、負荷運転のみでした。
今後は３つの点検方法を選ぶことになります。
① 負荷運転 ⇒ １年に１回
② 内部観察等 ⇒ １年に１回
③ 運転性能の維持に係わる予防的な保全策 ⇒ １年に１回

３ 原動機にガスタービンを用いる
自家発電設備の負荷運転は不要 ４換気性能点検は負荷運転時ではなく、

無負荷運転時等に実施するように変更



２．点検方法の具体的な内容 ①

負荷運転とは？ ◎２つの確認方法があります。

１実負荷運転
実負荷運転とは、防火対象物に設置されている消防用設備等の負
荷設備に対して自家発電設備から電力を供給し、運転状況を確認
するもの。

２擬似負荷装置によるもの
擬似負荷装置：自家発電設備の負荷運転を実施する際に実負荷の
代わりに使用する負荷抵抗装置。

非常電源（自家発電設備）

① 実負荷運転

付属する消防設備 高圧用擬似負荷装置低圧用擬似負荷装置

非常電源（自家発電設備）

② 擬似負荷装置を用いた負荷運転

低圧用擬似負荷装置：電圧が２２０V・４４０V対応の負荷装置
※右記画像は２２０V用負荷装置

高圧用擬似負荷装置：電圧が６，６００V対応の負荷装置
※右記画像は６，６００V用負荷装置



３．点検方法の具体的な内容 ②


